
二次評価結果

　評価できる取組

・「公共交通ハンドブック」を活用した啓発活動や、近隣市町へ公共交通を使って移動できるように作成された「乗
り継ぎ案内チラシ」を活用され、高齢者団体と意見交換をされるなど、利用促進に努められていることを確認しまし
た。
・一部で重複運行されていたスクールバスについて、路線バスや自主運行バスによる通学方法への転換により、
バス運行の最適化が図られ、また、高校生の通学費補助の対象を市内高校から市外の高校へ通学する生徒にま
で拡大するとともに、高校入試説明会等を活用して鉄道・バス（連絡・共通）定期券の周知を実施されたことを確認
しました。
・一枚の通学定期券で鉄道もバスも利用できる環境を整え、高校生の利便性向上のための積極的な取組を推進
されていることを評価します。

　期待する取組

・沿線市町と鉄道会社が連携して実施した乗降OD調査結果、通学利用の実態や要望の把握に努め、鉄道と路
線バスとの乗り継ぎのしやすさに配慮したダイヤ編成等が進められることを期待します。
・観光客等が、高速バスの停留所から市内各所へスムーズに移動できるよう、二次交通のさらなる整備について
積極的に検討されることを期待します。
・市内を運行する地域間幹線系統については、引き続き、岐阜県・関係自治体・事業者間で利用状況等の把握・
共有を行うとともに、関係者間で連携して利用促進等に取り組まれるようお願いします。
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